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Abstract : At present, educational practices using ICT are desired. Preparation of the 
ICT environment enables a correspondence education to offer a wide variety of courses 
that meet individual demands from large number of learners. Here, we first describe 
the current status of the use of image aids in ICT driven education. We next describe 
standardization of picture expressions by using a limited number of templates and 
design templates of the image aids and their classification are considered. Finally, the 
image aids are classified according to production cost in terms of picture production, 
and we consider future challenges. 
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1. はじめに 






































2.1 MOOCと SPOC 
MOOC（Massive Open Online Courses：大規模公開オンラインコース）は，web環境
を基にした教育プラットフォームである(7) ．MOOCには多数のプロバイダが存在し，い
ずれも無償で誰でも，開講中ならば時間を問わずいつでも ICT環境を利用して，主に高等




















































図 1 Talking headスタイルの一例 
 
本学の動画教材コンテンツにおいても Talking headスタイルは，図 2に示すように 1
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図 2 本学 1年次 1学期における 
  動画教材スタイルの出現割合 













































































































図 2 本学 1年次 1学期における 
  動画教材スタイルの出現割合 
145eラーニングに用いられる動画表現の再分類の試み
分類名・概要 疑問点 





















































































































































































































































教授法の観点から Hansch らの 18 種類の分類において，まず他と全く異質なものは


















































教授者が映らない状態で，スライドに音声を重ねたものを「Presentation Slides with 
Voice-Over」，Khan Academyで用いられているタブレット上の黒板に書きながら話す形
式を「Khan-Style Tablet Capture」，デジタルホワイトボードとそこに書き込む手の動画




















































教授法の観点から Hansch らの 18 種類の分類において，まず他と全く異質なものは










































イド表示用）を各 1台ないし 1式有するものとする． 
これらは撮影中に故障などのトラブルが起きないものとする．また，充電を含めた機材の








1. 全ての 7分の講義動画を 1本制作するものとする．なお 7分と設定したのは Guoら
の研究において，学習者がアクティブに動画を閲覧する「エンゲージメントタイム」
は平均約 7分間であったという実験結果を基としている． 
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（スタジオ，合成なし，カメラ 1台の 7分の動画素材あたり） 
45分 
初回ポストプロダクション 
（スタジオ，合成あり，カメラ 1台の 7分の動画素材あたり） 
1時間 30分 
初回ポストプロダクション 
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外部スタッフ 1人あたり 1h 2000円 
PC1台あたり 3000円 
カメラ 1台あたり 20000円（三脚込み） 






















しなどの初回ポストプロダクションに 90 分，講義担当者による確認に 7 分，スライドの
入れ替えなど修正指示の作成に 30 分，修正指示を受けた 2 度目のポストプロダクション
に 90 分，講義担当者の最終確認に 7 分かかり完成とする．つまり，先に示した条件下で
は 7分の動画を 1本制作するのには，294分の時間的コストが算出される． 
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 また，この制作プロセスは合成を必要とする Talking Head，Green Screenでも同じの
ため，コストも同じになる．このことより全て同一のものとしてコード化する． 









(対象となる旧コード：Presentation Slides with Voice-Over, Khan-Style Tablet 
Capture, Screencast, Udacity Style Tablet Capture) 
B.単一の人物が映し出されるモデル 
 -B1: 合成を必要とするもの 
（対象となる旧コード：合成を必要とする Talking Head, Picture-in-Picture, 
Green Screen, 合成を必要とするWebcam Capture） 
-B2: 合成を必要としないもの 
（対象となる旧コード：合成を必要としない Talking Head, Actual 
Paper/Whiteboard, 合成を必要としないWebcam Capture, Live Video） 
C.スタジオ以外のロケーションが必要なモデル 
（対象となる旧コード：Classroom Lecture, Recorded Seminar, Demonstration,    
On Location） 
D.複数の教授者が登場するモデル 













最小コストのカテゴリーAを 1とすると，合成の必要な Talking Headsが含まれるカテ
ゴリーB1は 1.5倍，教室の授業を撮影する場合は約 4倍，（1時間程度の移動が必要な場
合は約 5倍）教授者が 2人のモデルは 2.5倍のコストとなる．Text-Overlayは Bの動画に
テキストという表現要素をポストプロダクションによってひとつ加えるだけであるが，カ
テゴリーAと比較して 3.4倍，B1と比較しても 2倍程度のコストがかかる． 
また，カテゴリーBの動画のコストは比較すると低めであることがわかる．このことから，
Reutemannの述べる Talking Headsが多用される側面には，コスト面での合理性が示唆
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